
平成３０年２月２２日 

 

 (公社)全日本トラック協会青年部会平成２９年度全国大会開催について 

 

（公社）全日本トラック協会青年部会（山本明徹部会長）は、平成３０年２

月２２日（木）に京王プラザホテルにおいて「平成２９年度（公社）全日本ト

ラック協会青年部会全国大会」を開催し、全国の青年経営者ら７２７名が参加

した。 

冒頭、開会挨拶で山本部会長は、「我々の業界は大きな変革を迎えている。今

までの常識にとらわれず、全国の青年経営者の英知を結集して変化に対応して

いかなければならい。」と述べた。続いて、全ト協 須藤弘三副会長が「青年部

会の皆さんの団結力、行動力に敬意を表する。今後も研鑽を積んでいただき、

業界発展のために積極的に活動されることを期待している。」と挨拶を行った。  

続いて、自由民主党青年局団体部長 田野瀬太道衆議院議員、国土交通省自

動車局 平嶋隆司貨物課長が来賓挨拶を行い、田野瀬議員は「物流は人間生活

に不可欠であり、誇りを持って業務に励んでもらいたい。我々も様々な面から

支援を行っていきたい。」と述べ、平嶋貨物課長は「変革の時代のなか、将来を

見据え対応されることは重要だ。行政としても生産性向上や働き方改革に向け、

積極的に対応したい。」と挨拶を行った。  

「青年経営者等による先進的な事業取組に対する顕彰」授与式では、今年度

の受賞者である２者（金賞１者、銀賞１者）に須藤副会長より表彰状と目録（顕

彰金：金賞１００万円、銀賞７０万円）が授与された。さらに杉山審査委員長

（早稲田大学名誉教授）による講評の後、金賞受賞事業者（広島県トラック協

会青年部協議会：「『こども運送』による人材確保事業」）並びに銀賞受賞事業者

（滋賀県トラック青年協議会：「異業種交流と物流業界の PR」）の事業発表が行

われた。 

続いて、平成２９年度青年部会活動報告では、山本部会長が今年度実施した

青年部会の活動を報告した。 

研修では、「働き方改革と生産性向上について～長時間労働抑制に向けて～」

をテーマに事例発表及びパネルディスカッションが行われ、事例発表では株式



会社柳川合同 代表取締役 荒巻哲也氏（福岡県柳川市）がモーダルシフトや

中継輸送の観点から、菱木運送株式会社 代表取締役社長 菱木博一氏（千葉

県八街市）がデジタルタコグラフを活用した改善基準告示遵守の観点から自社

の取り組みを発表した。 

各事例発表の後、コーディネーターの日本PMIコンサルティング株式会社 代

表取締役 小坂真弘氏の進行のもと、パネリスト５名（一般社団法人東京都ト

ラック協会青年部 岩田享也氏、一般社団法人富山県トラック協会青年部会 

米田勝紀氏、和歌山県トラック協会青年協議会 虎谷勝之氏、一般社団法人岡

山県トラック協会青年協議会 河合智哉氏、公益社団法人熊本県トラック協会

青年部会 松木一史氏）によるパネルディスカッションを行った。 

また、本研修ではスマートフォンを活用した即時集計アンケートを行い、会

場参加型の研修となった。  

最後に宮原章彦副部会長が閉会挨拶を行い、研修会を終了した。 

続いて行われた交流会では、全ト協 田中亨副会長が乾杯挨拶を行い、各参

加者がブロックの枠を超え、ヒューマンネットワークを構築した。 
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 全ト協 須藤副会長 

 

自由民主党青年局団体部長 田野瀬衆議院議員 

 

国土交通省自動車局 平嶋貨物課長 



       

青年経営者顕彰授与式（金賞：広島県トラック協会青年部協議会） 

  

青年経営者顕彰授与式（銀賞：滋賀県トラック青年協議会） 

  

杉山審査委員長による講評 



 

青年経営者顕彰事業発表（金賞：広島県トラック協会青年部協議会） 

 

青年経営者顕彰事業発表（銀賞：滋賀県トラック青年協議会）

 

平成２９年度青年部会活動報告 



 

事例発表の模様（（株）柳川合同 代表取締役 荒巻哲也氏） 

 

事例発表の模様（菱木運送（株）代表取締役社長 菱木博一氏） 

 

コーディネーター 小坂真弘氏 



      

パネルディスカッションの模様 

 

会場参加者へスマートフォンを活用した即時アンケートを実施 

 

閉会挨拶を行う宮原副部会長 



 

交流会にて乾杯挨拶を行う全ト協 田中副会長 

                             以上 


